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更年期世代への支援が 
持続可能な組織をつくる
看護管理者のウェルビーイング
更年期症状によるプレゼンティーズム・アブセンティーズムによる経済損失が社会課題となってい
ます。また，健康経営，働く人のウェルビーイングが提唱される中，厚生労働省や経済産業省も
更年期世代に向けた施策を講じています。� �
各医療機関が定年以降も労働力として看護師の就労継続に期待する中，更年期世代への支
援が持続可能な組織をつくると言えるのではないでしょうか。� �
本特集では，4つのパートを通じて，更年期世代への支援に関する知見をお伝えします。また，
医療機関の看護管理者の多くは更年期真っ只中世代でもあることから，セルフケアの情報もお
届けします。
PART1　職場のリアル　【覆面座談会】更年期の困りごと
PART2　更年期世代に対する組織的支援─病院の看護管理者に求められること 

【インタビュー】ライフステージを見通す職員支援 
更年期ケアから始める持続可能な組織づくり◉小宮ひろみ
厚生労働省の更年期世代への施策について◉谷口倫子
PART3　研究知見から見える更年期“以降”の健康への影響 

【インタビュー】アルツハイマー型認知症を防ぐエストロゲン関連受容体について◉高山賢一
日本ナースヘルス研究（JNHS）における更年期に関する研究◉長井万恵
PART4　具体的対応のヒント─マネジメントとセルフケア 
鍼灸による更年期世代へのケア◉安野富美子／松浦悠人
企業による健康支援・更年期オンライン診療「My Fit」◉山田真愛
特別記事
現場からの提案を引き出しながら実現した「チーム支援型教育」 
自組織らしい教育体制改革のために◉伊東 都／中根幸子
病棟再編による新年度 110 名のスタッフ異動 
その意図と成果を振り返る◉鉄谷祥子／加納江利子
巻頭シリーズ
臨床と研究をつなぐ　若手研究者から看護管理学の発展に向けて◉石井馨子

看護管理者の皆さまのための生
涯学習サービス「看護管理 まな
びラボ」のコンテンツがますま
す充実しました。下記 Webサイ
トを，ぜひチェックしてみてくだ
さい。
https://kanlabo.igaku-shoin.co.jp/

「看護管理 まなびラボ」更新中！

▶実は，今回特集のタイトルは元は「看護DXに
求められる人材像とは？」でした。そこで専門家
である瀬戸氏に総論をご解説いただき，各論で
は，経営トップ層を看護職として担い，大胆かつ
的確な判断で組織改革にDXを活用する田中
氏，先駆的に取り組む病院でシステムと看護現場
を思慮深くつなぐ松尾氏，元情報担当・現外来
看護師（兼学生！）という大変貴重な立場の西
田氏，変わりゆく現場を最前線で支えて来られた
後藤氏にこれぞデザイン思考の現場改革という事
例をお見せいただきました（デザインあ，かと思い
ました）。そして皆さまのお話は当初の枠を超え，
「自組織なりの展望を描ける看護職は何を見てい
るのか」にまで踏み込んでいただけています。今
年秋にはさらなる具体例を含んだオンラインセミ
ナーを予定しています。ぜひ！� （米沢）

▶今号の特集は「看護DX」です。DXの重要
性が広く語られるようになって久しく，自施設で
取り組みを進めている方，今まさに検討の途中
にある方，さまざまな段階にあるかと思います。
▶本特集では，そもそもDXとは何か，看護に
おいてどのような変革が必要とされるのかを改め
て見つめ直した上で，具体的な実践事例をご紹
介し，求められる人材像についても深掘りしてい
ます。DXを導入すること自体が目的となってしま
わないよう，中長期的なビジョンと整合すること
の大切さを，瀬戸僚馬氏の指摘が鋭く示唆して
います。▶また，看護管理者の立場からDXを
語る田中いずみ氏の思考のエッセンスは，新刊
『協奏する看護組織をつくる』にもまとめられて
います。ぜひ併せてご覧いただければと思いま
す。� （福島）

編集後記
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